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関西大学ポピュラー音楽アーカイブの現状と課題

杉本 舞1,a) 柴台 弘毅2,b) 三浦 文夫1,c)

概要：本稿では，筆者らが現在構築を進めている日本のポピュラー音楽のデジタルアーカイブについて，

その概要と課題について述べる．本アーカイブプロジェクトは，メディアや音楽関連団体などの協力を得

て，日本のポピュラー音楽が独自的展開を見せ始める 1960年代以降に焦点を当て，当時の音源に加え，ラ

イブ記録や音楽クリップといった映像をデジタル化して保存するというものである．関連する雑誌や宣伝

素材といった文書および画像，関係者へのインタビュー記録も対象とする．元の音源と映像の保存形態は

時代に応じて多様であり，再生装置の確保が困難になりつつあるものもある．こういった資料をデジタル

化するに当たっては，どのようなデータ形式を選ぶか，音質や画像の品質をどのように設定するべきか，

さらに用途に応じて容易に検索可能とするためのメタデータ体系をどのように構築するかは慎重に検討せ

ねばならない．また将来の活用を見据え，著作権・著作隣接権について解決すべき課題も多い．本稿では，

このような諸課題に対する試みの現状を報告する．

キーワード：ポピュラー音楽，デジタルアーカイブ，メタデータ，著作権

Present and Potential Future Issues in the Popular Music Archives at
Kansai University

Mai Sugimoto1,a) Kouki Shibadai2,b) Fumio Miura1,c)

Abstract: This paper provides an overview of Kansai University’s Popular Music Archives Project and
several issues to be addressed through its implementation. This project focuses mainly on audio and video
recordings of Japanese popular music, including live recordings and music clips since the 1960s. Further,
original audio or video tapes will be digitalized for collections. Collections also include documents and still
images such as music magazines, posters, and oral histories. Japanese popular music has been recorded in var-
ious audio or video formats; for some cases, it is difficult to find recording and reproducing devices. We must
carefully examine suitable data formats for preservation and a metadata system for retrieval. Additionally,
we must acknowledge that copyright issues are crucial for organizing the archives.
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1. はじめに

本アーカイブプロジェクトは，1950年代から 2000年代
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までを視野に入れて，日本のポピュラー音楽に関する資料

の収集と整理をめざすものである．これまで日本のポピュ

ラー音楽については，著作権をはじめとしたさまざまな問

題が障害となったこともあり，まとまったアーカイブが存

在しなかった．しかし，音源・映像資料のテープ類の劣化

は既に始まっているうえ，各種テープの再生装置の老朽化

も進み，正常に機能するものを確保することが非常に困難

になりつつある．加えて，近年レコード会社やアーティス

ト事務所の合従連衡が進んだことを背景に，音源・映像資

料や写真，宣伝素材といった関連資料が散逸しはじめてい
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る．アーカイブ対象となるアーティストや音楽関係者の高

齢化も進んでおり，聞き取り調査が難しくなりつつあるの

が現状である．

こういった状況を背景に，本プロジェクトでは各種音楽

メディアや音楽関連団体の理解を得て，日本のポピュラー

音楽のデジタルアーカイブを構築することとなった．本稿

では，取り扱う資料の分類と特徴，デジタルファイルを保

存・整理する際の課題，また音楽に関する著作権・著作隣

接権についての課題について，プロジェクトの現状を報告

する．

2. 取り扱う資料の特徴

資料の収集は主に，ポピュラー音楽関係者，アーティス

ト事務所，レコード会社，音楽関連団体，シンコーミュー

ジック（音楽出版社），FM802（地上波ラジオ局），テレビ

神奈川（地上波テレビ局），スペースシャワーネットワー

ク（音楽専門チャンネル）などの音楽メディアの協力を得

て行っている．

現在は 1960 年代後半から 1990 年代後半までのポピュ

ラー音楽を対象として作業をしているが，取り扱う資料は

主に 3種類，すなわち文書・画像，音源，映像である．文

書・画像に加え，多様な形態の音源と映像を扱わねばなら

ないのは，本プロジェクトの特徴のひとつである．本節で

は各種資料の特徴と，それらをアーカイブとして整理する

際の留意点及び課題について整理する．

2.1 文書・画像・オーラルヒストリー

本プロジェクトでは，写真・ポスター・雑誌・パンフレッ

トを含む紙資料，および聞き取り調査の書き起こし原稿を

取り扱う．

紙資料は，協力者からの寄贈・委託，あるいは一時的な

借り受けによって収集し，いずれの資料もデジタル化して

保存する．たとえば出版社からは音楽雑誌バックナンバー

を，音楽関係者からはイベントパンフレットなどを借り受

け，それをスキャンして返却するなどである．特に一時的

に借り受けるだけの貴重な資料については，どのような形

式でデジタル化して保存するかを定める必要がある．具体

的には，文書資料は pdf，ポスターなど画像は保存用とし

て tiff, 閲覧用として jpegとして保存するという方法が考

えられる．

また，本プロジェクトでは日本のポピュラー音楽につい

て，各時代の状況を知る人物から証言を取っている．体系

的なアーカイブ構築を行うためには，文献調査による歴史

的文脈の把握だけでなく，関係者の証言による裏付けが不

可欠である．しかし，過去の歴史を知るポピュラー音楽関

係者の高齢化は進んでいるため，聞き取り調査は喫緊の課

題である．本プロジェクトでは，関係者をアーティスト・

エンジニア・プロデューサー・宣伝関係者・メディア関係者

などに分類し，多方面からの聞き取りを行っている．記録

はオーラルヒストリーとして書き起こしてまとめ，それ自

体を資料として収蔵し，ポピュラー音楽研究・ポピュラー

音楽史研究に役立てられるようにする計画である．

2.2 音源

音源とは，映像を伴わない音声のみの資料であり，ポ

ピュラー音楽関係者やラジオ局の協力を得て収集している．

本プロジェクトで取り扱うポピュラー音楽の音源には，収

録・保存された時代に応じ，アナログ 1/2インチテープ，

アナログ 1/4インチテープ，U-matic，コンパクトカセッ

トテープ，DAT，Pro Toolsによって処理されたデジタル

ファイルなど，様々な形態がある．テープメディアはいず

れ再生不可能となってしまうことが考えられるため，これ

らの音源からは音声データを取り出し，デジタル化して保

存する．

2.2.1 資料の形態

音源の種類は，時代によって主に以下のように分類で

きる．

1960年代から 1980年代前半までは，音源は主にアナロ

グ 1/2インチおよび 1/4インチテープ（12ミリおよび 6ミ

リテープ）で保存されていた．当時は，このテープをマスタ

リングしてレコード盤を製作していたのである．なお，プ

ロフェッショナル用のテープは 2トラックであり，テープ

の走行速度は毎秒 38cm，あるいは毎秒 76cmであった [2]．

音源メーカーによっては元のアナログテープを破棄し，そ

れを別の形態にコピーしたものを残していることがあるた

め，必ずしもこの時代の音源がアナログテープで保存され

ているというわけではない．

1980年代後半からは，U-matic（ユーマチック）と呼ば

れる 3/4インチテープのアナログビデオカセットが主流と

なった．U-maticとは，PCMプロセッサ（PCM-1630な

ど）を用い，音声のデジタル信号を映像信号としてアナロ

グテープに保存するというものである [3]．1980年代後半

から 2000年頃までのCDは，U-maticをデジタルマスター

としている．U-maticの技術的特性上，量子化ビット数が

16bit，サンプリング周波数が 44.1kHzであるため，再生周

波数帯域は制限される．

2000年頃からは，Pro Tools (Avid Technology, Inc.)と

いう DAW(Digital Audio Workstation)を用いて編集され

たデジタルファイルが多い．Pro Toolsによるマスター音

源は非圧縮ファイルであり，量子化ビット数とサンプリン

グ周波数が 24bit/96kHz, 24bit/192kHzと向上している．

これらは，CDとして製品化されるときには 16bit/44.1kHz

に変換されて流通している．

2.2.2 音源資料の保存

音源は再生装置で再生し，音声データを取り出して，ア

ナログのものはデジタルに変換して保存する．本プロジェ
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クトでは，商品化されていないもの（デモ音源，放送局に

よるライブ収録，未公開録音など），および商品化されたが

入手困難なものを優先的に取り扱う．

作業に使用する機材は，その扱いに際して専門知識が必

要とされる．特に，トラブル発生時の対処や普段の保守点

検のため，機材の扱いに長けた者やメーカー，メンテナン

ス業者の協力を得る必要がある（これは，後述する映像資

料にも共通する問題点である）．

デジタル化したファイルのフォーマットには，可逆圧縮で

メタデータの埋め込みが可能である FLAC (Free Lossless

Audio Codec)を採用する．元の音源がデジタルであるも

のは，元の量子化ビット数とサンプリング周波数を保つも

のとする．元の音源がアナログであるものは，特に貴重な

ものは 24bit/96kHz，それ以外のものは 16bit/48kHzで保

存する．なお，16bit/48kHzという値は，現行の放送用ビ

デオデッキの音声トラックの標準的量子化ビット数・サン

プリング周波数に準じている．

なお，CDとして製品化されている音源については Gra-

cenote, Inc.を通じて商用メタデータを取得することがで

きるが，アナログレコード・ミュージックカセット・DAT

を含む製品化されていない音源の場合には，別にメタデー

タを付与する必要がある．

2.3 映像

音楽関係の映像には，音楽番組の映像（演奏シーン），コ

ンサート映像，音楽クリップなどがある．これらも多様な

形態で残っており，デジタル化して保存する．

2.3.1 資料の形態

映像資料は主に以下のように分類できる．

1960年代までは，16ミリ（放送用）あるいは 35ミリ（映

画用）のフィルムが主流であった．この時代にはまだビデ

オは存在しない．こういったフィルムをデジタル化するデ

ジタルテレシネ (Telecine), ポストプロダクションの作業

は，業者に外部委託する必要がある．

1970年代にはビデオテープが登場する．2インチ（1980

年代初頭まで使用された）あるいは 1 インチのアナログ

テープである．2インチ・1インチテープは高価だったの

で，当時は同じテープに上書き録画を繰り返すという使用

法がとられていた．したがって，この時代の映像は後の時

代に比べてあまり残っていないと思われる．

1980年代から 1990年代においては，アナログではベー

タカム (BETACAM) が多く用いられた．デジタルでは，

1988 年に開発された D2 が，当時の音楽クリップのマス

ターに多く用いられた．しかし D2のカセットが現在まで

残っているケースは少なく，放送用にD2からアナログベー

タカムなどに複製されたものが残っているケースが多い．

アナログベータカムの後継としては，1990年代に開発さ

れたデジタルベータカム (Digital BETACAM)，あるいは

ベータカム SX(BETACAM-SX)が用いられた．これらは

いずれもデジタルであるが，それぞれコンポーネント映像

信号の圧縮法や圧縮比率が異なる．

以上のアナログベータカム, D2, デジタルベータカム,

ベータカム SXの 4種はすべて SONYが開発したもので

あり，2000年頃まではこの体制が続いた．現在残っている

資料にはアナログベータカム，デジタルベータカム，ベー

タカム SXが多い．2000年代以降には，SONYが開発した

HDCAMが主流となる．

2.3.2 映像資料の保存

映像についてもテープの劣化や再生装置の問題があるた

め，いずれの映像資料もデジタル化して保存する．非圧縮

での保存が最善であることは言うまでもないが，映像デー

タはサイズがきわめて大きくなるため，実際には圧縮せざ

るを得ないと思われる．

映像が SD（Standard Definition, 1990年代までは基本

的に SD）である場合については，マスターデータと閲覧

用データの 2 つを準備する．閲覧用データについては，

H.264/3Mpbs以下を想定している．マスターデータにつ

いては，当初は H.264/20Mbpsを検討していたが，今後は

H.265に移行していくと思われるため，H.265の使用を目

指す．

なお，どの程度のビットレートで保存するのが適切かに

ついては，元の映像素材の画質，および保存後の利用方法

による．保存後に再編集・再エンコードを施すことを想定

するのであれば，映像素材を高ビットレート（あるいは非

圧縮）で保存する利点は大きい．そうでなければ，目視に

よる判定で支障がないと判断できる程度のビットレートを

選択することが適切だろうと考えられる．SDよりも情報

量の多い 2000年代以降の HD, 4K, 8Kの場合についても，

今後の検討が必要であろう．

映像ファイルの場合，FLACのように各ファイルにメタ

データを入れるということはできない．そのため，メタ

データの取り扱いについて，別途考慮する必要がある．

2.4 デジタルファイルの保存方法

アーカイブの構築にあたっては，いずれのデジタルファ

イルも将来の長きにわたり確実に，しかも利用しやすい形

で保存されねばならない．したがって，まずは複数の場所

でコピーファイルを保管し，冗長性を持たせる必要がある．

ポピュラー音楽アーカイブの場合，とくに映像資料のデー

タサイズが大きくなる傾向にあるため，十分なストレージ

容量も準備しなければならない．

具体的な保存機器候補としては，RAID機能のあるHDD

か SSD，あるいは RAID 機能を搭載した NAS(Network

Attached Storage)が考えられる．また，クラウドストレー

ジに保存し，頻繁に同期させるという方法もある．

しかし一方で，提供された素材についてはセキュリティ
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を確保し，外部流出を防ぐ手だてを取らねばならない．冗

長性を持たせて様々な場所で保存すると，公開の許諾がま

だ取れていない音源・映像などの流出の危険性が高まる．

冗長性とセキュリティのトレードオフを勘案し，適切なセ

キュリティガイドラインを設定する必要がある．

3. 資料の整理とメタデータ

収集しデジタル化したファイルは，用途に応じて容易に

検索できるよう整理する必要がある．そのためにはカタロ

グやファインディングエイドの作成と並行して，各種メ

タデータを適切に付与する必要がある．なかでも，ポピュ

ラー音楽のデジタルアーカイブ構築に特徴的と思われる課

題について，以下に整理したい．

3.1 アーティストコード

ポピュラー音楽は，演奏者をはじめとして，作曲者・作

詞者をはじめとした多数のアーティストが関わって制作さ

れる．演奏者が複数の人物で構成されるグループであるこ

とも多く，またそのグループの構成員が年代によって異な

ることもある．1人の人物が活動期間や活動形態に応じて

複数の芸名を持っていることも少なくない．そのため，構

成員に変化のあるグループに単一の IDのみを付与したり，

あるアーティストについて芸名ごとにまったく異なる ID

を付与したりすると，検索利用の際に困難を生じる可能性

がある．

将来の音楽資料の有効利用のためには，ある人物の音楽活

動を系統的に追えるようにしておくことが好ましい．従来，

ポピュラー音楽では音楽資産の中心はレコード（音源）で

あると捉えられており，現に音源には ISRC(International

Standard Recording Code)という国際的コードが付与さ

れているが，音源中心では系統立てた資料整理を行うこと

は難しく，また音源以外の資料とどのように統合的に整理

するかという面で課題が生じる．そこで，本プロジェクト

では，人を起点に検索できるようなシステム構築を目指し，

そのための手段のひとつとして「アーティストコード」を

用いる．アーティストコードとは，1人の人物に背番号的

に与える IDコードである．アーティストに複数の芸名や

複数の活動形態が存在したとしても，IDは 1人の人物に対

して一意に与えられるため，検索時の不便を軽減できる．

グループについても構成員の IDと紐づけた IDコードを

与える．もしもグループの構成員が時代によって異なって

も，この方法であれば構成員の変遷に応じて IDを与える

ことができるので，検索の際の混乱を軽減できると考えら

れる．

アーティストコードを用いれば，文書・画像，音源，映

像に共通の枠組みを与えて管理することもできる．各コン

テンツに，アーティストコードに加えてコンテンツタイプ

に関する情報を付与すれば，様々なコンテンツに対し一意

に定まったコードを与えることができるため，資料整理の

利便性向上を期待することができる．

3.2 メタデータと公開設定

検索用データベースの種類や構成などについては，海外

の事例を参考にしつつ現在検討中であるが，ここではポ

ピュラー音楽のアーカイブで特に考慮すべき課題について

述べる．

デジタルファイルには，FLACをはじめとしてメタデー

タが埋め込み可能なものがある．しかしポピュラー音楽で

は，権利者情報など後で変わる可能性のある情報をメタ

データとして付与することも多い．本プロジェクトでは，

管理メタデータのうち権利者情報や公開許諾など後日書き

換える可能性のあるもの，記述メタデータのうち録音日時

といった分からない可能性のあるものについては，ファイ

ル自体にはメタデータを埋め込まず，参照情報としてデー

タベースで管理することとする．

商用メタデータの参照についても検討が必要である．ポ

ピュラー音楽の場合，学術用のメタデータ項目とは別に，

商用メタデータやその国際的スタイルガイドも存在するた

めである [4]．商用メタデータはビジネスを目的としたも

のではあるが，後年の利用上の便宜を考えれば，それらと

の関連性を持たせておく必要もあるだろうと考えられる．

メタデータの付与は，限られた時間を有効に使うため，

保存作業時にできる限り完了させておかねばならない．特

に，コンサートなど複数のアーティストが出演する素材の

場合，クレジットされていない共演者の情報を最大限補完

することが望まれるため，作業担当者にはポピュラー音楽

についての高度な専門知識が要求される．特に貴重だと思

われる素材の場合は，複数の研究者・音楽関係者などの協

力をあおげば，より充実した正確なメタデータの付与が期

待できると考えられる．

またポピュラー音楽アーカイブでは，資料ごとに公開設

定を変えられるようにシステムを作らねばならない．ポ

ピュラー音楽はひとつの資料に多数の関係者が関わってい

ることが多く，資料によっては関係者の公開許諾がまった

く，あるいは部分的にしか得られないという可能性がある．

加えて，アーカイブを研究者に限って公開する場合と，展

示などに利用する場合では，得られる許諾が異なるという

ことも考えられる．したがって，本プロジェクトでは各資

料の許諾の状況に応じ，公開設定を変えられるようにした

い．この情報は管理メタデータに分類されるが，ファイル

に埋め込むのではなく，データベース上で管理するほうが

望ましい．

4. 著作権・著作隣接権に関する課題

ポピュラー音楽の資料には，レコード・CDといった録

音物として流通したもの，ラジオ・テレビで放送されたも
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のが多く，そういった楽曲が使用されている音源や映像

のアーカイブ構築に関しては，音楽著作権・著作隣接権と

いった権利関係の対応が喫緊の課題である．

4.1 音楽に関する著作権・著作隣接権

音楽に関しては，著作権法により作曲（一部編曲も含ま

れる）・作詞といった創造的な行為を行ったものに対して

著作権が与えられる．作曲家・作詞家は音楽出版社と著作

権譲渡契約を締結する場合が多い．著作権を譲渡された音

楽出版社は一般社団法人日本音楽著作権協会（JASRAC），

株式会社ジャパン・ライツ・クリアランス（JRC）といっ

た著作権管理事業者と信託あるいは委託契約を締結する．

したがって，作品の使用を希望する場合，当該作品の著作

権管理事業者から許諾を得ることになる．なお，著作権は

演奏・上映，複製，貸与，公衆送信，出版といった異なる

権利（支分権）の集合体である．アーカイブ構築には音源

や映像の元資料をデジタル化しハードディスクなどに蓄積

する必要があるため，複製権の許諾が必要になる．

著作権とは別に，著作物の公衆への伝達に重要な役割を

果たした者に著作隣接権が与えられている．著作隣接権が

与えられるのは，実演家，レコード製作者，放送事業者及

び有線放送事業者である．実演家とは，楽曲を演奏・歌唱

するアーティストのことである．レコード製作者は，実演

家が演奏・歌唱した楽曲を録音して固定化し，レコード・

CD・ハードディスクなどといった形式で伝達できる状態に

した者を指す．固定化された音源を原盤と呼ぶが，レコー

ド製作者の権利は原盤に対して与えられる．この権利を原

盤権と呼ぶこともある．原則としてスタジオ代，エンジニ

ア・プロデューサーなどの費用（原盤制作費）を負担した

者が原盤権を保有する．レコード会社，音楽出版社，マネ

ジメント会社，アーティスト本人など原盤権の保有形態は

様々だが，レコード会社が窓口となるケースが多い．著作

隣接権に関しても，アーカイブ構築に際し複製権の許諾が

必要になる．

このように，音楽に関する権利関係（著作権・著作隣接

権）は入り組んでいるのが大きな特徴である．

4.2 アーカイブ構築にあたり解決すべき課題

日本の著作権法では，著作物の教育目的での使用は権利

制限規定に入っている．著作権法第 35条第 1項に「学校

その他の教育機関（営利を目的として設置されているもの

を除く．）において教育を担任する者及び授業を受ける者

は，その授業の過程における使用に供することを目的とす

る場合には，必要と認められる限度において，公表された

著作物を複製することができる．」とあるためである．し

かし，この権利制限規定に「研究」という文言は入ってい

ない．たとえばアメリカ合衆国の著作権法では，第 107条

に包括的な権利制限規定として「フェア・ユース」規定が

あり，教育のみならず研究・調査目的での著作物の使用も

著作権侵害にはあたらないとされるが，日本の著作権法に

はそういった規定がないということである．

前述したように，アーカイブ構築に際しては著作権・著

作隣接権とも複製の許諾を得なければならない．さらに，

特定の会場での公開の場合は演奏・上映，WEBによる公

開の場合は公衆送信および送信可能化といった許諾が，楽

曲ごとに必要になる．個別の楽曲ごとに許諾を得ていくこ

とは実務上相当の困難を伴うことから，貴重な文化資産の

保全というアーカイブ構築の意義を広く音楽関係者に理解

を得ることが重要である．そのため，著作権・著作隣接権

の権利処理業務を担っている音楽関連団体を中心に，アー

カイブ構築の意義を説明し，協力を求めていく．また，構

築したアーカイブの公開に関しては，個別の権利者にその

意義を丁寧に説明し，公開レベルごとに許諾を得ていく必

要がある．

5. おわりに

このように，ポピュラー音楽の音源・映像の保存には，

技術面・権利面でさまざまな課題がある．米国のRock and

Roll Hall of Fameをはじめとして海外にはいくつか先行事

例もあるが，いずれも実際に運営を進めながら改善をして

いる状態であり，本プロジェクトも同様に試行錯誤を重ね

ている．将来の活用を見据すえて技術面での陳腐化に耐え

られる資料保存を行うこと，またアーカイブの公開にむけ

て権利面での対応をきめ細かく行うことが必要であろう．
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